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筆者らは， eラーニング教材『教員・保育者のためのピアノ実技eラーニングコース』において，

注釈付楽譜(ピアノ弾き歌いをする際の注意事項や助言を書き込んだ楽譜)を提供している。当初，

これらは模範演奏映像を補完するものとして作成されたが， 1大変有益であり，提供曲数を増やして

ほしい」と評価する学生が多かった。そこで筆者らは，注釈付楽譜と模範演奏映像とを双極と捉え，

厳選した50曲に対して新たに注釈を付けて市販品 (r子どものうた弾き歌いベスト50J(仮))として

提供することにした。模範演奏教材を作成する場合は，定型化した eラーニング教材の撮影方法を

適用することで質保証が可能となることが多いが，注釈付楽譜については参照すべき知見がないた

め， eラーニングにおけるインストラクショナルデザインの方法に基づき作成を行った。本稿では，

ADDIEモデルに準拠する形で実施した，注釈付楽譜に対する学生の意見の分析，注釈の表記方法に

関する検討，楽曲の選定，注釈付楽譜の作成のプロセスをまとめ，報告する。

キーワード:保育者養成 ピアノ 歌唱弾き歌い注釈付楽譜子どものうた ADDIEモデル

1 .はじめに

筆者らは， 2008年 4月， r教員・保育者のため

のピアノ実技eラーニングコースJ(hゆ://oberon. 

nagaokaut. ac. jp/kwu/piano/) を開発し，代表

的な子どものうたについて，ピアノ弾き歌い模

範演奏映像，声楽模範演奏映像，注釈付楽譜，

より良い歌唱のためのFAQなどのインターネッ

ト配信を開始した。注釈付楽譜とは，ピアノ演

奏や歌唱に関する注意事項が楽譜の段間に書き

込まれた楽譜であり，このコースには「とんぼ

のめがねJ1思い出のアルバムJ1ぞうきん」

「しゃぼんだまJI森のくまさん」の 5曲の楽譜

(PDF形式)がアップロードされている。また，

これに先立つ2007年 5月，深見は， rこの一冊で

わかるピアノ実技と楽典一保育士，幼稚園・小

学校教諭を目指す人のためにJ(音楽之友社)に

おいて 2曲 (1あめふりくまのこJ1いぬのおま

わりさんJ)の注釈付楽譜を掲載した。

『教員・保育者のためのピアノ実技eラーニ

ングコース』を制作した当初，主たる教材はピ

アノ弾き歌い模範演奏映像や声楽模範演奏映像

であり，注釈付楽譜は補助的な位置づけに過ぎ

ないと考えていた。ところが， 2009年度前期，

児童学科固有科目「児童音楽 IJの履修学生約

100名に『教員・保育者のためのピアノ実技 e

ラーニングコース』を閲覧させ，質問紙調査を

実施したところ，注釈付楽譜は有益であるため，

さらに曲数を増やしてほしいという声が多数寄

せられた。模範演奏映像を試聴させて対面式

レッスンを補うこと，および試聴前後の学生の

演奏を比較し，模範演奏の効果を分析すること

に意識を傾けていた筆者らには想定外のこと

だ、った。

そこで，筆者らは，少ない対面式レッスンを

補うという同じ目的の実現に向けて，より有益

な注釈付楽譜を作成することにした。その際，

できる限り主観を廃するためにADDIEモデルに

準拠した客観的な方法を採用し，その準備とし
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て,既 に作成した7曲 の注釈付楽譜に対する履

修学生の意見の中から,役 に立った点,改 善 し

てほしい点な どをまとめ,そ れと並行 して,学

生有志の協力を得て,新 しく注釈を付ける楽曲

の選定を行 った。

　次に,「児童音楽1」 担当教員がこの投票結果

に基づいて意見交換 を行い,50曲(正 確 には,

上述 した7曲 を除く43曲)を 決定 し,43曲 の楽

譜への注釈付 けに着手した。その後,注 釈付け

が一通 り終わった段階で,2010年 度前期,児 童

学科固有科 目 「児童音楽H」 の履修学生 にこの

注釈付楽譜草稿を見せ,注 釈 に対する意見を収

集した。 この注釈付け作業は試行錯誤を繰返 し

た後 に完了し,『子 どものうたピアノ弾 き歌いベ

ス ト50』(仮)と して2011年 春に音楽之友社から

発売されることになっている。

2.注 釈付楽譜の構成

　 eラ ーニングにおけるインス トラクシ ョナル

デザイン(授 業設計)は,古 くはガニェらによっ

て提唱され,近 年盛んに研究 されている分野で

あるが,音 楽教育,特 に保育者養成機関におけ

るピアノ弾き歌い指導においては,こ うしたデ

ザインについて言及する研究はこれまでなされ

てこなかった。そこで筆者 らは,教 材の構成を

授業設計 と位置づけ,教 材である注釈付楽譜を

作成するにあたって,eラ ーニングにおけるイ

ンス トラクショナルデザインの方法に基づ くこ

とにした。

　注釈付楽譜の利用者である保育者養成機関の

学生の音楽経験,ピ アノ学習歴 などはさまざま

であり,学 生の音楽的能力,歌 やピアノの実技

能力に合わせた楽譜でなければ有効に活用され

ないという点を踏まえ,筆 者 らはADDIEモ デル

に準拠する形で,注 釈付楽譜の作成を行 った。

ADDIEモ デルとは,　A(分 析),　D(設 計),　D

(開発),1(実 施),E(評 価)の5つ のフェーズ

によるインス トラクショナルデザインで,ADDI

各フェーズに対 して随時Eを 課す形 となってい

る。その概念図を図1に 示す。

A(Aanalyse:分 析)

・2007年以降,7曲 の注釈付 ピアノ弾き歌い楽

　譜を作成 し,実 際のレッスンで使用 してきた。

　 (3.1)
・2009年度前期 ,上 記の注釈付楽譜に対する履

　修学生の意見を集め,肯 定的意見 ・否定的意

　見 ・要望に分類 した。(3.2,3.3)
・2009年度,新 たに注釈付けを行う楽曲を選定

　するために,学 生 に質問紙調査を実施 した。

　 (4.　 1)

D(Ddesign:設 計)

・2009年 度 ,Aanalyseで 行った分析 に基づ き,

図1　 ADDIEモ デルの概念図

 (http://www.nwlink.comrdonclark/history_isd/addie.html より引用)
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　 注 釈 の表 記 方 法 に 関 す る検 討 と楽 曲 の 選 定 を

　 行 っ た。 肯 定 的意 見 ・否 定 的 意 見 ・要 望 そ れ

　 ぞ れ を最 大 限 生 か した 。(4.1,4.2)

D(Development:開 発)

・2009年 度
,Designで の 設 計 に基 づ き,注 釈 付

　 楽 譜 の作 成 を行 っ た 。(4.1,4.2)

1(Implyment:実 施),　 E(Evaluate:評 価)

・2010年 度 前 期
,Developmentに お い て 開 発 さ

　 れ た 注 釈 付 楽 譜 を履 修 学 生 が 閲 覧 し,内 容 に

　 対 す る評 価 を行 っ た 。(5.1)

・Implyment
,　Evaluateで 抽 出 され た学 生 に よる

　 肯 定 的 意 見 ・否 定 的 意 見 ・要 望 に 基 づ き,

　 Developmentを 重 ね た 。(5.2)

　 以 下 に,そ れ ぞ れ の フ ェ ー ズ に お け る経 緯 を

詳 し く説 明 す る。

3.注 釈付楽譜7曲 とそれらに対する履修学生

の意見

3.1　 注釈付楽譜7曲 の選定方法

　 『教員 ・保育者のためのピアノ実技eラ ーニ

ングコース』の構想がもちあがった2006年,予

備調査 として,提 供 してほ しいコンテンツを学

生に尋ねたところ,「弾き歌いの模範演奏が見た

い」,「声の出し方(発 声法)を 説明してほしい」

「指つかいについて実例 を示して欲 しい」,「弾 き

歌い,ピ アノ演奏の姿勢や表情,視 線について

注意すべ き点 を示 して欲 しい」などの要望があ

がっだ)。指つかいについて実例を示すには,指

番号が書かれた楽譜が最 も効果的であることか

ら,指 番号などが記入 された楽譜 を作成 しよう

ということになった。

　当時(か ら今 日に至るまで),少 ない授業時数

を補充するために履修学生に自身の演奏映像 を

提出させてお り,2006年 度 「児童音楽1」 にお

ける映像提出回数上位7曲 が 「あめふ りくまの

こ」「いぬのおまわ りさん」「とんぼのめがね」

「思い出のアルバム」「ぞうさん」「しゃぼんだま」

「森のくまさん」であったll)。

　深見はこのうちの2曲(「 あめふ りくまのこ」

「いぬのおまわ りさん」)の 注釈付楽譜を既に

『この一冊でわかるピアノ実技 と楽典一保育士,

幼稚園 ・小学校教諭を目指す人のために』に掲

載することを決めていたため,残 り5曲 の注釈

付楽譜を 『教員 ・保育者のためのピアノ実技e

ラーニ ングコース』用 として,作 成することに

した。予算面や労力面を考慮 してもこの程度の

曲数が妥当であった。

　注釈付けをする際に拠 り所のなったのは履修

学生が提出した映像である。学生の演奏映像を

分析 し,間 違いやすい箇所や陥 りやすい点を映

像から抽出し,そ れ らを楽譜に書 き込んでいっ

た。このようにして作 られたのが,図2に 示す

注釈付楽譜である。

図2　 注釈付楽譜の例
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3. 2注釈付楽譜7曲に対する履修学生の肯定

的意見

2009年に「児童音楽 IJの履修学生に対して

実施した質問紙調査では，回答者の多くが注釈

付楽譜に関して肯定的意見を述べ，その有効性

を認めている。それらをまとめると以下のとお

りである。

-模範演奏映像を視聴しただけではわからない

ことが書かれてあり， 4つのコンテンツの中

で最も参考になった。

. PDF形式の注釈付楽譜をプリントすれば，場

所，時を選ばずにそれぞれのベースで閲覧す

ることカfで、きる。

・この楽譜に一度目を通してポイントを押さえ，

その後に練習すれば，普段ピアノ演奏に気を

とられ，軽視しがちな歌詞などにも気をつけ

ながら弾き歌いをすることができる。

-この注釈付楽譜と模範演奏を併用し，注釈付

楽譜を見てから模範演奏を視聴すると非常に

わかりやすい。

・レッスン中に注意された事柄を楽譜に書き込

むようにしているが，その他の箇所について

は注意を怠りがちである。注釈付楽譜によっ

て全体のポイントがわかり，参考になる 0

・練習の際に気になるところが出てきた際に，

注釈付楽譜によって確認することができるの

で便利である。

-各楽譜の冒頭に書かれている「演奏上の留意

点」を読んでから練習に取り組むと効果的で

ある。

-注釈付楽譜を見ることによって，強弱やレ

ガート，歌い方など，練習の際に見落としが

ちな点について理解できる。

-注釈付楽譜を見ることによって，実際のレッ

スンで注意されたことを復習する機会が増え

る0

・部分練習をする箇所が明示されているため，

どこを重点的に練習したらよいかがわかりや

すい。

-楽譜に“注意"と書かれている箇所があるた

め，自覚して演奏するようになり，他の楽曲

の楽譜にも赤ベンで注意を書き入れる習慣が

身についた。

楽譜に書き込まれた注釈の中で，学生が有益

であると感じた項目を， [ピアノJ[歌唱J[全体〕

にわけで具体的にまとめると次のようになる。

〔ピアノ〕音符の長さ，休符の長さ，間違いやす

い音，スタッカートの強さや軽さの程

度，ペダルを踏む箇所，ペダルを止め

る箇所，指づかい，右手と左手との音

量バランス，強弱およびその変化，

アーテイキュレーションの間違い，指

の広げ方や動かし方

〔歌唱〕 プレスの位置，プレスの量，レガート

への意識，歌詞の意味，音符の長さ，

鼻濁音，促音，高い音へ以降する直前

の歌い方，音程がず、れやすい箇所への

注意

〔全体〕 元の楽譜に書かれているのに気づかな

い音の強弱，元の楽譜に記載されてい

ない細かな音の強弱，前奏から歌に入

る箇所でのテンポのキープ，曲の途中

でのテンポのゆれ，レガートで演奏す

る箇所，ピアノと歌との音量のバラン

ス

3.3注釈付楽譜に対する履修学生の否定的意

見および要望

注釈付楽譜に対する否定的意見や要望をまと

めると以下のとおりである。

-テンポの指定に納得できない曲があった。

-弾き歌いが得意な人には当然のことが書かれ

ている。

“特に注意"という注釈が書き込まれていた

が，どのようなことに注意するのか具体的に

書かれていないので，初心者にはわからない。

“レガートで演奏する(歌う)"は理解できて

も，どうすればレガートになるのかがわから

ない。“和音をレガートで弾けるように"とい

う表現ではなく，“次の音を鳴らす直前までO

の指は鍵盤に残しておく"といったように具

体的に書いであれば実行しやすい。

-注釈を見ながら演奏することは難しい行為で
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ある。
・ペダルの踏み方 ,止 めるタイミングについて

もう少 し詳しく解説してほしい。

・指番号をもう少 し詳 しく記入してほしい。

・狭い範囲に赤色で注釈が ぎっしり書かれてい

ると見づらい。

・"鼻 濁音 に注意"と い う注釈 について,実 際

にどのように注意すればよいかがわからなかっ

た。

4.新 規注釈付楽譜の作成に向けて

4.1　 新たに注釈を付ける楽曲の選定

　履修学生 の注釈付楽譜に対する肯定的意見

(現状のままでよい点,2.1.2)と 要望(改

善すべ き点,2.1.3)を 参考に,2010年2月

より注釈付ピアノ弾き歌い楽譜集の編纂作業 に

取 りかかった。

　注釈を付ける楽曲を決定するために学生有志

による投票を行った。その結果は以下の とお り

である。

曲名

「さ ん ぽ」

「おばけなんてないさ」

「お もちゃのチ ャチャチ ャ」

「ア イ ス ク リ ー ム の う た」

「い ぬ の お ま わ り さん 」

「あ め ふ り くまの こ」

「お べ ん と う」

「世 界 中の こ ど も た ちが 」

「も りの くま さ ん」

「とな りの ト トロ」

「めだかのがっこう」

「に じ」

「お もい で の ア ル バ ム 」

「せ ん ろ は つ づ くよ ど こ ま で も」

「ぼ くの ミ ッ ク ス ジ ュ ー ス」

「とんぼのめがね」

「崖の上のポニョ」

「どんぐりころころ」

「どんな色がすき」

「いちねんせいになったら」

「やまのおんが くか」

人数

24名

15名

14名

13名

ll名

10名

9名

8名

7名

「に ん げ ん っ て い い な 」

「とん で っ た バ ナ ナ 」

「きの こ」

「ア イ ア イ」

「お は よ う」

「だ か ら雨 ふ り」

「お は よ う ク レ ヨ ン」

「ぞ う さ ん」

「ア ンパ ンマ ンの マ ー チ 」

「大 きな古 時 計 」

「ドレ ミの歌 」

「しゃ ぼ ん だ ま」

「あ わ て ん ぼ うの サ ン タ ク ロ ー ス 」

「コ ン コ ン ク シ ャ ンの うた 」

「そ うだ っ た らい い の に な 」

「ち い さ い あ きみ つ け た 」

「は じめ の 一 歩 」

「か わ い い か くれ ん ぼ」

「南 の 島 の ハ メハ メ ハ 大 王 」

「バ ス ご っ こ」

「お か え りの うた 」

「や ぎ さ ん ゆ うび ん」

「ドキ ドキ ド ン!一 年 生 」

「お し ょ うが つ」

「うれ しい ひ な まつ り」

「こい の ぼ り」

「た き び 」

Happy　 Birthday　 to　Your

「た な ば た さ ま」

「お つ か い あ りさ ん」

「ジ ン グ ル ベ ル 」

5名

4名

3名

6名

2名

1名

　 この結果を参考にして,児 童学科 「児童音楽

1」 担当非常勤講師,石 田純子 ・井上 まゆみ ・

富岡順子 ・稗方撮子 ・山本浩美,短 期大学部准

教授,岡 林典子,短 期大学部非常勤講師,村 田

睦美によって注釈付けをする楽曲の選考を行っ

た。

　選考の際の基準 は,保 育士 ・幼稚園教諭 に

なったときに役に立つ"季 節のうた","生 活の

うた"や"歌 い継 ぎたいうた"で あること,初

心者でも手軽 に演奏できる楽曲が含まれること,

　 71



ADDIEプロセスを適用した注釈付楽譜集の作成

その一方で、，ピアノ熟達者にも弾き応えのある

楽曲も含まれることなどであった。子どものう

たの楽譜は 1ページから長くて 3ページであり，

楽譜集の価格設定から総ページ数を算出したと

ころ， r教員・保育者のためのピアノ実技eラー

ニングコースjrこの一冊でわかるピアノ実技と

楽典一保育士，幼稚園・小学校教諭を目指す人

のためにJにおいて掲載した 7曲を含む50曲

(このうち，ピアノ伴奏譜を編曲し直す曲は 4曲)

を選定し，さらに新たにピアノ弾き歌い編曲譜

6曲を「付録」として加えて，合計56曲とした

(付表)。

学生による投票で、上位だ、ったにもかかわらず

選定時に外れた楽曲は， I世界中のこどもたち

がJIせんろはつづくよどこまでもJIぽくのミッ

クスジ、ユースJI崖の上のポニョJIどんな色が

すきJIとんで、ったバナナJIちいさいあきみつ

けたJIはじめの一歩」である。

不採用の理由はさまざまであり， I世界中のこ

どもたちがJはメロデイが単調なわりに歌詞の

構成が複雑であるため， Iせんろはつづくよどこ

までもJは付点，複イ寸点に対する見解の一致が

困難であるため， Iぼくのミックスジ、ユースJは

原調の音域が高いため(なるべく移調せずに原

調を採用する方針をとった)， I崖の上のポニョ」

は「付録」の編曲楽譜の紙幅に制限があったた

め， Iどんな色がすき」は作詞・作曲者の偏りを

避けるため， iとんで、ったバナナJIちいさいあ

きみつけた」はピアノ伴奏の難易度が高すぎる

ため， Iはじめの一歩」は小学生向きの楽曲であ

るためである。

他方，学生の投票では曲名があがらなかった

にもかかわらず掲載することにした楽曲は，た

とえば，“歌い継ぎたいうた"として「とけいの

うたJIおなかがへるうたJ，“季節のうた"とし

て「まつぼっくりJIゆきJIまめまきJ，“生活

のうた"として「せんせいとおともだちJ，“季
節のうた"“あそびのためのうた"として「やき

いもグーチーパー」である。

楽曲の配列は，教員 8名が難易度を 4区分し，

その平均をとって難易度の低いほうから高いほ

うに並べることにした。難易度A (易)が12，B 

が16，Cが12，D (難)が10になった。

4.2 新規43曲に対する注釈付け作業

注釈付けの作業は，ピアノが専門の石田と井

上，富岡と山本，岡林と村田がそれぞれベアに

なり，全体の 3分の 1ずつ，主としてピアノ伴

奏に対する注釈付けを，声楽が専門の稗方が全

曲の歌唱に対する注釈付けを行い，その後，深

見と赤羽が取りまとめた。

注釈を付ける際に考慮したのが，注釈イ寸楽譜

に対する履修学生の肯定的意見，否定的意見お

よび要望である。既出 7曲の注釈付けの方法を

踏襲することで学生の肯定的意見に応え，可能

な限り具体的でわかりやすい注釈を付けること

で学生の要望を最大限実現するように努めた。

最も苦慮したのはピアノ伴奏の指番号であっ

た。指番号については，最適と判断する番号が

担当した二人の間で異なっており，さらに深見

の判断とも合致しないということもあったが，

初心者が弾きやすいように，指替えや指くぐり，

ある指を鍵盤から離さないようにしながら別の

指に替えるなど，複雑な動きをなるべく避ける

ようにした。また，一般的に上級者では指を替

える同音連打においても，初心者向きに同じ指

で弾くことを可とした。ただし，上級者は，初

心者向きの指づかいには違和感をもっ傾向にあ

るため，上級者向きの指づかいを併記している

箇所も多くある。

歌唱に対するより具体的な注釈付けも困難な

作業だ、った。なぜなら，日常の授業やレッスン

において声楽の教師が実演を交えながら指導し

ている内容， Iおなかを使ってJIあごやのどに

力を入れないでJIおなかを膨らませてJI息を

支えてJI声を遠くに投げるように」などの助言

を楽譜の隙間に文字で記入しなければならな

かったからである。

5.注釈付ピアノ弾き歌い楽譜集の編纂に向けて

5. 1新規43曲の注釈付楽譜草稿に対する履修

学生の意見

注釈付け作業が一通り終わった段階で，注釈

付楽譜草稿43曲分を， I児童音楽IIJ履修学生9

名に見せ，学期末のレポートとしてこの注釈に
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対する意見を収集した。「児童音楽rrJは必須科

目である「児童音楽 IJとは異なり，比較的音

楽を得意とする学生が履修する科目である。注

釈付楽譜草稿に関して評価できるとした事柄を

要約すると以下のとおりである。

-全体としてどのような曲なのか，どのような

点に注意したらよいのかが書かれている。

-ただ歌うだけではなく，実践現場における応

用例が書かれている。

-和音の押さえ方が難しい箇所に補助的に鍵盤

図が添えられている。

「のどを締めすぎないJI腹筋を使う」など，

歌唱に関する具体的な解決方法が示されてい

る0

・息つぎのタイミングやブレスの位置が詳しく

書かれている。

-その楽曲が表している情景や作られた背景が

詳しく書かれてあり，イメージを膨らませる

ことができる。

・グリッサンドの範囲の目安， トレモロの弾き

方などが具体的に書かれている。

-前奏がない曲の場合，前奏に適した箇所(最

後の 2小節や 4小節など)が示されているも

のがある。

-顔の表情や歌い方に関する助言において独特

なたとえが用いられている。

-元の楽譜に掲載されていないペダル記号や強

弱記号が書かれている。

改善点や要望を要約すると以下のとおりであ

る。

“メエメエ，ニャー"は少し音程を外しても

よい (exIおもちゃのチャチャチャJ)，“フー!" 

や“イエーイ"などの奇声を発するのもよい

(ex. I南の島のノ、メハメノ、大王Jの後奏)と書

いてあったが，どのようにやったらよいかわ

からない0

・注釈がありすぎると難しく思える。また，ア

ドバイスが多すぎるとどれから練習すればよ

いかわからないので，優先順位が書かれてい

る方がよい。

-指づかいは参考になるが，あまりたくさん書

いであると窮屈さを感じる。

-前奏の終わりに“さん，ハイ"といった歌

へ誘う掛け声が書いである楽譜があったの

で，全てに記載してほしい。

-ピアノに対する助言，歌に関する助言を区別

するために，注釈の色を変えてみると見やす

し=。
-初心者には音楽用語(シンコベーション，ア

ウフタクト， poco a poco cresc. など)の意

味がわからないと思われるので，それぞれの

意味も掲載したほうがよい。

-イラストを入れるとさらにわかりやすくなる 0

.弾き歌いに対する大まかな助言が曲集の初め

にまとめて記されているとよい。

-歌に関する助言において表現が異なる箇所が

散見されるので (“お腹を使って¥“お腹の

パワーを使って"など)，統ーしてほしい。

-曲の途中でページをめくる必要がないように

配置してほしい。

5. 2 注釈付楽譜50曲の完成

履修学生の注釈付楽譜草稿に対する肯定的意

見(現状のままでよい点)と要望(改善すべき

点)を参考に，深見が注釈付け作業を続けた。

完成に向けて以下の点に配慮した。

-それぞれの楽曲ごとに，演奏する際の大まか

な助言や全体に対する注意が書かれた「より

良い演奏のためのアドバイス」を付した。

-子どもと一緒に歌うことを前提に，前奏がな

い楽曲のすべてに前奏に適した箇所を示した0

.この楽譜集の読者層には初心者も多く含まれ

ると予想されるため，自由度の高い即興的な

声楽表現を促す助言は取り下げ，基礎的な内

容に絞った。

-それぞれの楽曲について注釈の量を点検した0

.同じフレーズを自分でみつけることを重視し，

同じフレーズにはなるべく指番号を記入しな

いことを基本とした。

-掛け声をかけるとピアノ演奏が乱れそうな場

合を除き，“さん，ハイ"っ、イ"という歌に

入る前の掛け声を記した。

・初心者に配慮し，曲の出だしの両手それぞれ
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の音に指番号を記入した。

-ピアノと歌の両方に関する助言が含まれてい

るため，注釈はピアノと歌唱で色分けせず，

一色(青色)にした。(費用面からも一色が妥

当である。)

-音楽用語を使用する注釈は極力控えた。

-注釈が入っているだけでも窮屈な印象になる

ため，一部のマーク以外，イラストは入れな

いことにした。

. 3ページにおよぶ楽曲を除き，曲の途中で

ページをめくる必要がないように配置した。

加えて，既に著書やインターネットで公開し

ている 7曲に関しては，新たに作成した43曲の

注釈とのバランスを図るため，全体の注釈量は

減らしつつ，歌唱に対する注釈を増やし，言い

回しゃ表記の統ーなどを試みた。

5. 3 ピアノ弾き歌い編曲譜の制作

注釈付楽譜50曲の他に， 6曲のピアノ弾き歌

い編曲譜を新たに制作し，巻末に「付録」とし

て掲載した。

50曲については，幼児教育関係者に子どもの

うたとして概ね認知された楽曲に限定すること

で曲集の真正性 (au出enticity)を求め，同時に

アニメなどの楽曲に良質なアレンジを施すこと

によって斬新さ (novelty;originality)を目指し

た。

ピアノ弾き歌い編曲譜を作成したのは， Iさん

~i"J IとなりのトトロJIHappy Birthday to YouJ 

「アンパンマンのマーチJIいつも何度でもJIあ
りがとう こころをこめて」であり，編曲は赤

羽が行い，深見が補佐した。

「さんぽJIとなりのトトロJIHappy Birthday 

to YouJ IアンパンマンのマーチJの4曲は学生

による投票において掲載希望楽曲に入っており，

特に「さんぽ」は 2位を大きく引き離して 1位

の楽曲である。

「さんぼJIとなりのトトロ」は，次世代に受

け継ぎたい楽曲として評価が確定している。

IHappy Birthday to Y ouJは世界で最も歌われて

いる楽曲としてギネス世界記録にも登録されて

いるが，これまで子どものうたのピアノ楽譜集

に良質な楽譜が載っていなかったことから，多

くの人たちに演奏されることを見込んでいる。

「アンパンマンのマーチ」はテレビアニメの主題

歌であり，一過性の要素が高いという理由で否

定する幼児教育関係者もいる。しかし，人々に

勇気を与える深いメッセージ性をもっ楽曲であ

り，かつ，音階練習に使用でき，指くぐりなど

の基礎的なピアノ演奏技術が学べるという点か

ら採用することにした。

「いつも何度でもJIありがとう こころをこ

めてjの2曲は，歌詞の爽やかさ，温かさ，心

にしみる親しみやすい曲想，演奏のしやすさな

どの理由から，筆者らが選出した。

いずれの編曲譜も上級者が堪能で、きる水準を

保っている。同時に， IさんぽJIとなりのトト

ロ」では曲の途中の転調を省略して短縮パー

ジョンとして演奏することができ， IHappy 

Birthday to YouJ Iいつも何度でも」も一番のみ

で完結できるようになっており，初心者にも取

り組みやすい工夫が随所になされている。

原曲を聴きながら楽譜を見ると，音の取捨，

和音にするか単音にするかなどの面で配慮がな

されていることがわかるだろうが，紙幅の関係

でここでは省略する。

おわりに

本稿では， ADDIEモデルに準拠した注釈付楽

譜の作成に関する知見をまとめた。

子どものうたのピアノ楽譜集は既に非常に多

く存在し，現在も次々に新しい楽譜集が編纂さ

れているが，指番号が記入されている楽譜でさ

え非常に少なく，ピアノ初心者にとってはこれ

らの楽譜集を用いた弾き歌いの自習は困難であ

る。こうした状況下，今回編纂されたピアノ楽

譜集には，指づかいのみならず，ピアノ演奏や

歌唱に関する注意事項が楽譜の段聞に書き込ま

れており，初心者のピアノ弾き歌いへのモチ

ベーションを高めるために有効であると思われ

る。筆者らは，この注釈付楽譜の作成に際して

教育工学的手法を採用したが，今後も注釈付楽

譜を使用した場合と一般の楽譜を使用した場合
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との比較においても教育工学的なアプローチに

よって，注釈付楽譜の効果を検証していきたい

と計画している。

しかし，多くの注釈が記入されているとはい

え，注釈付き楽譜だけで自習させることには大

きな問題がはらむ。筆者らは， 2008年に教師に

よる一方向的な実演と音声による助言によって

学生の演奏がどの程度向上するのかを分析した

ことがあったが，その際も，目覚しく上達した

学生がいた一方で，助言した事柄を過剰に表現

する，その箇所に気をとられて他の箇所の演奏

がぎこちなくなるといった弊害も多く見られたiii)。

注釈付楽譜の使用に関しでも同様に，たとえば

「だんだんと強くして」という注釈の付いている

箇所で必要以上に強くしたり，また「ゆったり

とした気持ちでJという箇所でテンポが遅くなっ

てしまうといったことなどが十分に起こり得る

と考えられる。

こうしたことから，注釈付楽譜は，練習にと

りかかる前に注釈付楽譜を見る，注釈付楽譜を

見た後で対面式レッスンを受ける，対面式レッ

スンで学んだことを注釈付楽譜で確認する，模

範演奏映像の視聴後に注釈付楽譜を見て，さら

にポイントを絞って再び模範演奏映像を視聴す

るといった方法で地道な練習をサポートするた

めのーツールとして活用されることが理想の姿

であるだろう。「注手尺イ寸楽譜を見ながらピアノで

弾き歌いすることは難しそうだ」。履修学生らの

この言葉が今後の方向性を予見しているように

思われる。

〔註〕

i) R.M.ガニェ， W.W.ウェイジャー， K.c.ゴラス，
].M.タラー『インストラクショナルデザイン
の原理』鈴木克明・岩崎信監訳北大路書房

2007 
ii)深見友紀子・中平勝子・赤羽美希・小林田鶴

子「ピアノeラーニングに向けて~学生が演奏
映像を自主的に提出する試み~J r京都女子大
学発達教育学部紀要jvol. 3 pp. 33 -41 2007 

iii)深見友紀子・中平勝子・赤羽美希「ピアノ弾
き歌い実技指導における練習映像提出併用の
効果Jr京都女子大学発達教育学部紀要』
vol. 4 pp. 19 -27 2008 

iv)深見友紀子・中平勝子・赤羽美希「ピアノ弾
き歌いにおける遠隔・非対面指導の効果と課
題Jr京都女子大学発達教育学部紀要jvol. 5 
pp. 31 -40 2009 
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『やさしく弾ける保育のピアノ伴奏 幼稚園，
保育園現場の声から選ばれた全120曲』新星出
版社 2010 
『現場で役立つ 幼稚園教諭，保育士のための
ピアノ入門J東京福祉専門学校編 ドレミ楽
譜出版 2009 
『保育学生，保育者のための子どもの音楽提言
と子どもの歌60選J教育芸術社 2006 

『やさしい弾き歌い75j植田光子編著音楽之
友社 2007 
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付表　子 どもの うた弾 き歌いベス ト50　掲載 曲

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

曲　　名
どん ぐりころ ころ

おべ ん とう

こいの ぼ り

だ か ら雨ふ り

お もちゃの チ ャチ ャチ ャ

たなばたさま
とんぼのめがね
まつ ぽ っ くり

せ んせ い とお と もだち

お し ょうが つ

お か え りの うた

お もい での ア ルバ ム

ジ ングルベ ル

おつ か いあ りさん

かわいいかくれんぼ
め だか のが っ こ う

しゃぼ んだ ま

に じ

南 の島 のハ メハ メハ 大王

お は よ う

お は よ っク レヨ ン

ドレ ミの歌

た きび

や きい も グ ー チ ー パ ー

ゆ き

まめ ま き

うれ しい ひな まつ り

山の音楽家
ドキ ドキ ドン1　 一 年生

とけい の うた

お なか のへ る うた

ぞ うさん

や ぎさんゆ うびん

ア イス ク リーム の うた

オバ ケ なん て ない さ
バ ス ごっ こ

きの こ

あ わて んぼ うの サ ン タク ロース

ふ しぎなポ ケ ッ ト

に んげ ん ってい い な

お はな がわ らった

いぬ の お まわ りさん

サ ッち ゃん

あ めふ りこ くまの こ

ア イ ・ア イ

も りの くま さん

大きな古時計
コ ンコ ンク シャ ンの うた

そ うだ った らい いの に な
一年 生 に なった ら

作詞者
青木存義
天野　蝶
絵本唱歌
新沢としひご
野 坂 ・吉 岡

権 藤 ・林

額賀誠志
広田孝夫
吉岡　治
東　くめ
天野　蝶
増子とし
宮沢章二訳
関根栄一
サ トウハ チ ロー

茶木　滋
野口雨情
新沢としひご
伊藤アキラ
新沢としひご
谷山浩子
ペギ ー葉 山訳

巽　聖歌
阪田寛夫
文部省唱歌
絵本唱歌
サ トウハ チ ロー

水田詩仙訳
伊藤アキラ
筒井敬介
阪田寛夫
まどみちお
まどみちお
佐藤義美
愼　みのり
香山美子
まどみちお
吉岡　治
まどみちお
山口 あか り

保富庚牛
佐藤義美
阪田寛夫
鶴見正夫
相田裕美
馬場祥弘訳
保富庚牛訳
香山美子
井出隆夫
まどみちお

作曲者
梁田　貞
一宮道子

絵本唱歌
中川ひろたか
越部信義
下 総 院一

平井康三郎
小林つや江
越部信義
滝廉太郎
一宮道子

本　鉄麿
ビア ポ ン ト

團伊玖磨
中田 口直

中田喜直
中山晋平
中川ひろたか
森 田 公一

中川ひろたか
谷山浩子
R.ロ ジ ャ ー ス

渡辺　茂
山本直純
文部省唱歌
絵本唱歌
河村光陽
ドイツ民謡

桜井　順
村上太朗
大中　恩
團伊玖磨
團伊玖磨
服部公一
峯　陽
湯山　昭
くら掛昭二
小林亜星
渡辺　茂
小林亜星
湯山　昭
大中　恩
大中　恩
湯山　昭
宇野誠一郎
ア メ リカ民 謡

H.G.ワ ー ク

湯山　昭
福田和禾子
山本直純

編曲者

赤羽美

深見友紀子

伊東慶樹

赤羽美

早川史郎

お くい くお

深見友紀子

山　清

松山祐士
伊東慶樹

小島弘章

玉木宏樹
小林秀雄

難易度
A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

◎ピアノ弾き歌い編曲譜(付 録)

No.

1

2

3

4

5

6

曲　　名
ア ンパ ンマ ンの マー チ

Hapnv　 Birthday　 to　You

とな りの ト トロ

さんぽ
いつ も何 度 で も

あ りが と'　 ここ ろ をこめ て

作　詞
やなせたかし
ヒ ル

宮崎　駿
中川李枝子
覚和歌子
山山p　浩

作　曲
三木たかし
ヒル姉妹
久石　譲
久石　譲
木村　弓
山山,　浩

編　曲
赤羽美希
赤羽美希
赤羽美希
赤羽美希
赤羽美布
、羽 美

難易度

一76一


